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名演技名演技！！
こども狂こども狂言言
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平成１５年５月１日

【今号の表紙】

　１１月３日、「第３４回鳥羽市民文化

祭」の音楽・芸能発表会で、市能

楽保存会の小学生会員４人が、狂

言を熱演しました。こどもたちは、

狂言独特のこっけいなしぐさや語

りをのびのびと演じ、会場をわか

せていました。

　発表会では、ほかにもダンスや

日舞、合唱、筝曲などが次々と披

露され、観客のみなさんを魅了し

ていました。　　　　　（写真右）
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広報　とば

　

今
回
公
表
す
る
財
政
状
況
は
、
平
成　

年
度
の
上
半
期
（
平

２１

成　

年
４
月
１
日
～
９
月　

日
）
を
対
象
に
し
た
も
の
で
、

２１

３０

み
な
さ
ん
の
貴
重
な
税
金
や
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
金
・
交

付
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
み
な
さ
ん
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
公
表
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
水
道
事
業
の
業
務
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成　

年
２０

度
の
決
算
状
況
も
合
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（単位：千円）会 計 別 収 支 状 況
支出済額収入済額予算現額会　　計　　名
３,８５５,５８９５,２４５,６０６１１,９７８,５４２一　 般　 会　 計
１,３０９,２２８１,０４０,８１７３,１４４,４００国 民 健 康 保 険

特　

別　

会　

計

２６７,６６１１９２,１８６５８６,０００定 期 航 路
０１,４０９１,２００福 祉 資 金 貸 付

３９５３４８８３０住 宅 新 築 資 金 等 貸 付
７３５９,５６６２,６００老 人 保 健 医 療

６３,８８０２３,６６４１５５,７００特定環境保全公共下水道
７８０,４４７７６４,３６２１,７３０,０００介 護 保 険
１７５,９４２７１,３８６４０７,９８０後 期 高 齢 者 医 療
６,４５３,８７７７,３４９,３４４１８,００７,２５２　合　　　　計　

（単位：千円）国 民 健 康 保 険 税
収納率（％）
（C/B）

執行率（％）
（C/A）

収入済額
（C）

調定済額
（B）

予算現額
（A）科　　　　　目

２９.７４２.０２６４,７９４８９２,８４８６３０,７２０国 民 健 康 保 険 税

（単位：千円）市　　　　　　　 税
収納率（％）
（C/B）

執行率（％）
（C/A）

収入済額
（C）

調定済額
（B）

予算現額
（A）科　　　　　目

５４.０５３.２５３６,６６６９９３,８２６１,００８,８７１市 民 税
４１.９５７.０９８７,８８５２,３６０,０８１1,734,049固定資産税・都市計画税
８３.０９４.１４１,７２６５０,２６３４４,３２０軽 自 動 車 税
１００.０４９.５７５,６６６７５,６７５１５２,８４８市 た ば こ 税
１５.０１８１.１６３４４,２１４３５０特 別 土 地 保 有 税
９２.４４６.０８６,２７３９３,３３４１８７,４４２入　　　　 湯　　　　 税
４８.３５５.３１,７２８,８５０３,５７７,３９３３,１２７,８８０合　　　　計

※調定額…歳入の内容を具体的に調査し、収入すべき金額として決定した額

鳥
羽
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計
簿
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道
事
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況
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上
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政
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況
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平成２１年１２月１日

（単位：千円）歳　出
執行率（％）支出済額予算現額科　　目

４８.５７１,４００１４７,１７２議 会 費

４８.３８８３,１２３１,８２９,３２７総 務 費

３１.２７６５,２２４２,４５３,４８６民 生 費

３４.９５１６,４８４１,４７８,６５０衛 生 費

１４.５１６４,３８５１,１３２,２３９農林水産業費

３６.９１３１,１３５３５５,２９０商 工 費

１２.７１４９,４０２１,１７３,２７８土 木 費

２８.５１７５,８５５６１７,７８５消 防 費

２７.８４２６,９４６１,５３６,４３５教 育 費

１８.３２,０２９１１,０６０災 害 復 旧 費

４８.９５６９,６０６１,１６５,３４０公 債 費

０.００７７,０８０諸 支 出 金

０.００１,４００予 備 費

３２.２３,８５５,５８９１１,９７８,５４２合　　　計

（単位：千円）歳　入
執行率（％）収入済額予算現額科　　目
５５.３１,７２８,８５０３,１２７,８８０市 税
３０.０２３,９９０８０,０００地 方 譲 与 税
５１.５３,８６５７,５００利 子 割 交 付 金
１９.９１,７８９９,０００配 当 割 交 付 金
０.００６,７００株式等譲渡所得割交付金
６７.１１４０,９７８２１０,０００地 方 消 費 税 交 付 金
３７.１５,５７１１５,０００ゴルフ場利用税交付金
１６.０８,０２２５０,０００自動車取得税交付金
８９.１２７,６３２３１,０００地 方 特 例 交 付 金
７０.７１,８５９,２５９２,６３０,０００地 方 交 付 税
４６.８９３６２,０００交通安全対策特別交付金
４５.５４５,６９６１００,５２１分 担 金 及 び 負 担 金
４０.０２１１,９７０５３０,２６１使 用 料 及 び 手 数 料
３５.０７０４,９５１２,０１３,４８９国 庫 支 出 金
１２.２１４５,３７６１,１８７,０９３県 支 出 金
４４.２５２,９９１１１９,９６５財 産 収 入
３.２３２０９,９８４寄 附 金
０.００２０７,００４繰 入 金
１０４.８２３９,５４８２２８,５２４繰 越 金
１６.５２７,６６２１６７,８２１諸 収 入
１.３１６,２００１,２４４,８００市 債
４３.８５,２４５,６０６１１,９７８,５４２合　　　　計

一般会計予算の執行状況

※特別会計予算については、市ホームページ（アドレスは最終ページに掲載）をご覧ください。

現　在　高区　　　　分

１１,１４５,５３５,７８８一 般 会 計

４４２,７７３,５２４定 期 航 路 事 業

８９８,８８５,９７４特定環境保全公共下水道事業

１,１９２,５７９住宅新築資金等貸付事業

１２,４８８,３８７,８６５合　　　　計

地方債現在高 （単位：円）

残　　高種別基　金　の　名　称
１,１７５.９４㎡土地

土 地 開 発 基 金
３５９,４６９,７８６円

現金

３１８,５２８,５２９円財 政 調 整 基 金
１１９,１７８,９１８円減 債 基 金
２０,０４１,０１５円職 員 退 職 手 当 基 金
１,６６２,７８６円奨 学 基 金

１３０,４４７,９４３円ふ る さ と 創 生 基 金
１１０,１６６,１２５円福 祉 基 金
２４８,６８８,５６５円庁 舎 等 改 修 基 金
８６６,０７６円中山間ふるさと水と土保全基金

４０５,２３８,１８６円国 民 健 康 保 険 支 払 準 備 基 金
２５,３６１,９９０円国民健康保険高額医療費資金貸付基金
３,００７,２５２円国民健康保険出産費資金貸付基金
１６１,２２１円介 護 保 険 給 付 準 備 基 金

１３,２３０,０００円介護従事者処遇改善臨時特例基金
５１５,３７１円定期航路事業職員退職手当基金

２４,３４９,９１２円定 期 航 路 事 業 減 債 基 金
２４２,２２４,１９６円観 光 振 興 基 金
２,０２３,１３７,８７１円現金　合　　　　　計　

基 金 の 状 況
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広報　とば
　

水
道
事
業
の
平
成　

年
度
上
半

２１

期
（
４
月
～
９
月
）
の
財
政
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

主
な
収
入
は
、
み
な
さ
ん
が
利

用
し
た
水
道
使
用
料
で
、６
６
４
、

２
５
３
千
円
（
収
益
的
収
入
）
と

な
り
、前
年
同
期
よ
り
５
・
５
％
減

少
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
支
出
（
事
業
運
営
経
費
）

に
お
い
て
は
、３
５
８
、７
２
０
千

円
（
収
益
的
支
出
）
と
な
り
、
前

年
度
同
期
よ
り
８
・
５
％
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
の
水
道
事
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
観
光
客
の
減
少
や

市
民
の
節
水
意
識
の
向
上
、
人
口

の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
年
々
水
の

需
要
が
少
な
く
な
り
、
料
金
収
入

も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
安
定
経
営
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
経
費
の

削
減
な
ど
に
努
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
安
全
で
お
い
し
い
水
を
安
定

的
に
供
給
し
て
い
く
た
め
に
老
朽

化
し
た
水
道
管
の
改
良
・
更
新
な

ど
を
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
最
終
ペ
ー
ジ
に

掲
載
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

水
道
は
電
気
や
ガ
ス
な
ど
と
同

じ
よ
う
に
、
日
常
生
活
に
欠
く
こ

と
が
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　

使
っ
た
ら
、
使
用
料
金
を
期
限

ま
で
に
支
払
う
の
が
原
則
で
あ

り
、
滞
納
は
、
誠
実
に
納
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
市
民
の
み
な
さ
ん

に
対
し
て
も
、
著
し
く
公
平
さ
を

欠
く
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
滞
納
が
重
な
る
と
、
水

道
事
業
の
健
全
な
運
営
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

（消費税込み　単位：千円）決算状況
執行率(％)決算額予算現額区　　　分

９９.４１,６５５,８３４１,６６６,２０６収　　入
収 益 的
収 支 ９８.７１,３４３,１６７１,３６２,００４支　　出

−３１２,６６７３０４,２０２収支差引
９７.９７５３,６３６７７０,０９９収　　入

資 本 的
収 支 ９８.１１,２０２,５９１１,２２６,７７２支　　出

−△ ４４８,９５５△ ４５６,６７３収支差引

（消費税抜き　単位：千円）損益計算書
貸　　　　方借　　　　方

１,１９８,８５３営 業 収 益９１９,８５２営 業 費 用
１１４,０５５簡易水道収益２６７,７６５簡易水道費用
２６,７２６営 業 外 収 益７７,５２３営 業 外 費 用
２５２,２６０特 別 利 益１７,４１３特 別 損 失

３０９,３４１当年度純利益
１,５９１,８９４合　　計１,５９１,８９４合　　計

平成20年度決算状況

概　　要
備　　　　　　　考２０年度決算数値区　　分

平成21年３月31日２２,６４６人給 水 人 口
　　　　〃８,４４５戸給 水 戸 数

９９.８%普 及 率
４,９７１,８７４弱年間総配水量
１３,６２２弱１日平均配水量

平成20年８月15日に記録１９,３４９弱１日最大配水量
料金収入の対象となった年間使用水量４,３１９,６９２弱年間総有収水量
１日の平均使用量 １１,８３５弱１日平均有収水量
１弱当りの販売原価２９９.７２円／弱供 給 単 価
１弱当りの生産原価292.88円／弱給 水 原 価

上
半
期
の
概
要

（消費税込み　単位：千円）
調 定 額予算現額収　　入

収 益 的
収 支

６６４,８４２　１,３５４,９１９

支 出 額予算現額支　　出
３５８,７２０１,１６４,１５９

３０６,１２２１９０,７６０収支差引
調 定 額予算現額収　　入

資 本 的
収 支

３,２９２７８,０１１

支 出 額予算現額支　　出
１９０,３１６５０３,０３９

△ １８７,０２４△ ４２５,０２８収支差引

予 算 執 行 状 況

　平成２０年度の総配水量は、４,９７１,８７４逢とな

り、配水量の３５％を自己水源、６５％を南勢水

道用水でまかないました。

　年間有収水量は、４,３１９,６９２逢となり、前年

度に比べて９５,９７０逢（前年度比２.２％）減少に

なりました。

収益的支出費用構成表 
(消費税込み) 

受水費
460百万円
34％

企業債利息
112百万円
8％

減価償却費
229百万円
17％

職員給与費
152百万円
11％

支出合計
1,343百万円

その他
188百万円
14％

固定資産除却費
21百万円　2％

修繕費
181百万円
14％

水
道
料
金
は
納
期
限
ま
で
に



　観光基本計画に掲げられた目標を着実に実現していくため、優先的かつ重点的に実施す

べき事業・取り組みを示したものです。

　市では、平成２０年１月に、鳥羽観光の目標（目指すべき観光地像）を鳥羽市観光
基本計画として示しました。
　この基本計画に基づき、平成２１年３月に、事業計画（アクションプログラム）を
定め、平成２１年７月には、鳥羽市初の観光課が発足し、市民のみなさんや関係機関
と協力して、取り組みを始めています。
　今回は、新たな取り組みとして開始したアクションプログラムの現状について
ご紹介します。

観光課観光企画係　　㉕１１５５

アクションプログラムとは

観光基本計画策定事業
　鳥羽市観光基本計画アクションプログラムを効果的
に推進し、「鳥羽市観光基本計画」に掲げられた目標
を達成するための協議を行います。
　本年度は、推進協議会を開催し、取組み状況の報告
や意見交換会、計画の見直しを行います。

広告宣伝戦略事業
　広告宣伝戦略を策定し、それに沿った事業を展開する
ことにより、費用対効果の高い宣伝ＰＲを行います。
　本年度は、委員会の開催を重ね、実証実験の結果に
基づいて、戦略を策定していま
す。また、鳥羽をＰＲする手段
のひとつとして動画ＤＶＤを作
成しています。

観光案内サイン（看板）整備事業

　観光案内サイン（看板）について、デザインや表記
の統一を図り、観光客の利便性および利用者の満足度
向上を図ります。
　本年度は、実態調査に基づいて基本計画の策定と基
本デザインとなるサインの設置を行います。

市場調査事業
　観光施策や観光地づくりを戦略
的に進めていくための基礎資料と
して市場調査を行い、競争力のあ
る魅力的な観光地を目指します。
　本年度は、宿泊施設および観光
客のみなさんにアンケート調査を
行い、有識者を交え、データの分
析・考察をした上で、「旅館・宿泊施設を元気にする
プロジェクト」と題して、課題の洗い出し、基本的な
方向性の確認を含めた鳥羽市観光産業活性化戦略の策
定を目指し、取り組んでいます。

エコツーリズム推進協議会事業
　自然・歴史・文化などの多様な観光資源を活用し、
市民団体が中心となって進めているエコツアーなどの
ガイドツアーについて、魅力ある体験プログラムや旅
行商品づくりの拡充に取り組みます。
　本年度は、推進協議会の設立と鳥羽市エコツーリズ
ム宣言の発表に向け、準備会を開催しています。

平成２１年１２月１日
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おもてなしトイレ整備事業
　観光客の視点を含めた、公衆トイレの現状の見直し
により、便利で使いやすいトイレ整備を促進します。
　本年度は、相差海女小屋体験施設に設置されるトイ
レ整備に補助を行うほか、安楽島海水浴場の建て替え
に伴い、常設トイレを整備します。

事業系生ゴミ再資源化システム構築事業
　環境共生型（エコ）観光事業の推進を図るために、
ホテル・旅館などから排出される生ゴミを堆肥化し、
その堆肥で作った農作物を観光客に提供することで事
業所の排出ごみ量を減量化し、循環型社会を築くこと
を目指します。

休憩所ボランティアネットワーク事業
　空き店舗などの活用や、民間施設から休憩場所を提供
してもらうことにより、滞留拠点としての仕掛けを作
ります。
　本年度は、休憩場所として５か所にベンチと看板を
設置し、今後、快適に歩く旅をテーマに事業を展開し
ていきます。

消防施設整備事業

安楽島海水浴場施設整備事業
　施設の安全面・衛生面を見直し、来訪者の満足度向

上と海水浴場の利用促進を図ります。

　管理棟の建て替えにより、バリアフリー対応の、誰
にも優しい管理棟となり、トイレ部分は、海水浴客だ
けでなく、加布良古崎など、
周辺のウォーキング客も利
用することのできる施設と
なります。

鳥羽駅ボランティアガイド事業
　繁忙期に鳥羽駅での観光案内などを充実させ、観光
客がスムーズに観光できるよう「心のこもったおもて
なし」の向上に努めます。
　本年度は、ゴールデンウィークとお盆に計７日間事
業を実施し、観光客をもてなしました。
　また、車いす、ベビーカーの無料貸し出しは、高齢
者やこども連れ
の観光客のかた
に好評でした。

地産地消の推進と新しい食の魅力創造事業
　地域ならではの食材を活用
した「食」の魅力を創造し、
提供していくことで当市が誇
る大きな資源である「食」に
さらに付加価値をつけ、来訪
者の満足度を向上させます。
　本年度は、とばーがーに加
え、鳥羽弁当の認定に取り
組んでいます。

観光戦略アドバイス事業
　専門的な知識を持つ人材によるアドバイス業務およ
び、観光客の満足度向上を図るための各種事業を展開す
ることで、「鳥羽市観光基本計画」を推進していきます。
　本年度は、観光客のニーズや観光動向を踏まえ、新
しい観光などをテーマに、研修会開催や「ちょこ得ま
ち歩き」などの旅行商品
づくりに取り組みます。
　市では、これらの事業
のほかに、これまで継続
しているさまざまな事業
にも取り組んでいます。
　「鳥羽市観光基本計画」
および「事業計画（アク
ションプログラム）」について、くわしくは市ホーム
ページに掲載しています。ぜひご覧ください。
http://www.city.toba.mie.jp/kanko/kanko.htm

　地域住民および観光客の生命・身体・財産の保護を
目的に、消防施設の充実を図るため、多様化・複雑化
する災害に対応できる消
防力の強化を計画的に進
めます。
　本年度は、はしご付き
消防自動車を最新鋭の
30m級の先端屈折型に
更新します。

広報　とば
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市
で
は
、
鳥
羽
駅
周
辺
の
中
心

市
街
地
に
お
い
て
、
歴
史
的
資
源

な
ど
鳥
羽
の
地
域
資
源
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
整
備
し
て
き
た
主
な

事
業
は
、
妙
慶
川
の
遊
歩
道
整
備

や
相
橋
・
大
黒
橋
の
架
け
替
え
、

道
路
の
修
景
工
事
、
伊
良
子
清
白 

邸
移
築
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

鳥
羽
の
ま
ち
が
持
っ
て
い
る
個

性
を
磨
き
、
さ
ら
に
光
ら
せ
て
い

く
こ
と
で
、
訪
れ
る
人
に
と
っ
て

も
住
民
に
と
っ
て
も
魅
力
の
あ
る

ま
ち
に
な
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「歴史」を活かせば「未来」が変わる！
城山周辺のまちづくりを紹介します城山周辺のまちづくりを紹介します城山周辺のまちづくりを紹介します

建設課まちづくり整備室　　㉕1177建設課まちづくり整備室　　㉕1177建設課まちづくり整備室　　㉕1177

相橋相橋相橋

妙
慶
川

妙
慶
川

妙
慶
川

大手門大手門大手門

〈図書館蔵図書館蔵〉〈図書館蔵〉

鳥
羽
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

【絵図の説明～九鬼水軍の海城「鳥羽城」について～】

　鳥羽城は、九鬼水軍として活躍した九鬼嘉隆により、文禄年間（１５９２～１５９６）に築城された、

海側に大手門のある全国的にも珍しい海城でした。明治時代になると城は取り壊され、現在では

石垣しか残っていません。城山は鳥羽城の歴史が詰まった重要な場所です。

　

平
成　

年
度
か
ら
官
民
協
働
の

１７

会
議
で
あ
る
「
と
ば
み
な
と
ま
ち

づ
く
り
市
民
協
議
会
」
を
立
ち
上

げ
、
こ
れ
ま
で
、
市
民
と
行
政
が

協
力
し
合
っ
て
工
事
内
容
を
検
討

し
、事
業
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。

　

平
成　

、　

年
度
に
は
、
城
山

１９

２０

を
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

「
城
山
を
美
し
く
み
せ
た
い
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
て
草
木
伐
採 

作
業
を
行
う
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
活
動
も
積
極
的
に
行
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
の

み
な
さ
ん
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
を「
ま

ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス
」
と
し
て
随

時
発
行
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
最
終
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
こ
で
は
、
本
年
度
に
予
定
し

て
い
る
、
城
山
に
関
係
す
る
二
つ

の
事
業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

み
ん
な
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
人
公

「とばみなとまちづくり市民協議会」
での内容協議の様子
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城
山
公
園
東
側
の
パ
ー
ル
ロ
ー

ド
ビ
ル
跡
地
に
お
い
て
、
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
整
備
工
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
こ
は
、
国
道
側
か
ら
城
山
を

望
む
と
「
鳥
羽
城
の
顔
」
と
な
る

場
所
で
あ
り
、
訪
れ
る
観
光
客
や

市
民
の
か
た
が
趣
を
感
じ
、
足
を

運
び
た
く
な
る
よ
う
な
場
所
に
整

備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

工
事
内
容
と
整
備
の
ポ
イ
ン
ト

の
一
つ
目
は
、「
国
道
側
か
ら
魅
せ

る
こ
と
を
意
識
し
た
デ
ザ
イ
ン
」

で
す
。
完
成
イ
メ
ー
ジ
図
の
よ
う

に
新
た
に
石
垣
を
積
み
、
仕
切
ら

れ
た
居
心
地
の
良
い
、
ゆ
っ
た
り

と
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
が
で
き
る
ス
ペ

ー
ス
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　

二
つ
目
は
「
老
朽
化
し
た
階
段

の
修
復
」
で
す
。
以
前
あ
っ
た
城

山
公
園
へ
つ
な
が
る
階
段
は
、
老

朽
化
に
よ
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

床
面
が
傾
き
、
危
険
な
状
態
で

あ
っ
た
た
め
、
通
行
止
め
に
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
階
段
を
修
復
し

て
い
き
ま
す
。

　

最
後
に
「
段
々
石
垣
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
」
で
す
。「
城
山
を
美
し
く

み
せ
た
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
現

れ
た
段
々
の
石
垣
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
で
、
今
あ
る
地
域
資

源
を
最
大
限
に
活
か
し
て
、
風
情

の
あ
る
夜
の
城
山
を
演
出
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
事
業
は
、
来
年

３
月
ご
ろ
に
は
完
成
す
る
予
定
で

す
。
み
な
さ
ん
、
新
し
い
城
山
に

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

城山の草木伐採作城山の草木伐採作業城山の草木伐採作業その１

大手門ポケットパーク整大手門ポケットパーク整備大手門ポケットパーク整備その２

整
備
の
ポ
イ
ン
ト

　

国
の
景
気
対
策
で
あ
る
緊
急
雇

用
対
策
を
活
用
し
、
城
山
公
園
周

辺
の
草
木
伐
採
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

城
山
の
草
木
の
伐
採
を
行
う
こ

と
で
「
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
工

事
」
と
相
乗
効
果
を
発
揮
し
、
歴

史
あ
る
城
山
の
魅
力
を
最
大
限
に

引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
右
ペ
ー
ジ
の
絵
図
を

見
る
と
、
城
や
石
垣
を
遠
く
か
ら

で
も
は
っ
き
り
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

 

　

現
在
の
城
山
は
、
長
年
樹
木
の

間
伐
や
剪
定
作
業
を
行
っ
て
い
な

い
区
域
が
多
く
あ
り
、
草
木
が
生

い
茂
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
の
事
業
で
は
、
現

在
の
城
山
を
昔
の
よ
う
に
適
正
で

安
全
な
樹
木
の
生
育
環
境
に
整
備

す
る
と
と
も
に
、
鳥
羽
城
の
名
残

で
あ
る
石
垣
を
周
囲
か
ら
は
っ
き

り
見
え
る
よ
う
に
し
、
ま
た
城
山

か
ら
の
眺
望
や
景
観
を
よ
く
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

城
山
周
辺
の
み
な
さ
ん
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

城山公園

鳥羽市役所 鳥羽市民文化会館

鳥羽水族館

旧鳥羽小学校

近鉄志摩線
国道42号線

位置図および調査区域図

作業箇所（※業務進行とともに変更する可能性があります。）

作
業
の
目
的

作業エリア図

（仮称）大手門ポケットパーク完成イメージ図

「城山を美しくみせたいプロジェ

クト」で現れた段々石垣です
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ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
で
所
得
税
の
確
定

申
告
を
行
う
と
次
の
特
典
が
あ
り

ま
す
。

①
一
定
の
要
件
の
も
と
、
平
成　
２１

年
分
の
所
得
税
額
を
限
度
と
し

て
、
最
高
５
千
円
の
税
額
控
除
が

で
き
ま
す
。（
た
だ
し
、
平
成　

年
１９

分
、
平
成　

年
分
の
確
定
申
告
に

２０

お
い
て
、
こ
の
控
除
を
受
け
た
か

た
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

②
源
泉
徴
収
票
、
医
療
費
の
領
収

書
、
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
な

ど
確
定
申
告
書
に
添
付
ま
た
は
提

示
の
必
要
が
あ
る
書
類
の
添
付
・

提
示
が
省
略
で
き
ま
す
。（
た
だ

し
、
確
定
申
告
期
限
後
か
ら
３
年

間
は
保
存
し
て
く
だ
さ
い
）

③
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還

付
申
告
は
、
早
期
処
理
し
て
い
ま

す
（
３
週
間
程
度
に
短
縮
）

　

ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
す
る
に
は
、

次
の
準
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

煙
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
公
的

個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明

書
の
取
得

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
公
的

個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
の
電
子
証
明

書
の
発
行
は
市
民
課
戸
籍
係
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
請
時
に
は
、
印
鑑
、
本
人
確

認
の
た
め
の
運
転
免
許
証
ま
た
は

健
康
保
険
証
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
発
行
手
数
料
５
０
０
円

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
完
成
後

に
は
、
市
か
ら
ご
連
絡
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
受
け
取
り
の
際
に

は
印
鑑
、
顔
写
真
入
り
の
証
明
書

（
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
）、電
子
証
明
書
の
発
行
手
数
料

５
０
０
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行

に
は
、
申
請
後
２
～
３
週
間
程
度

掛
か
り
ま
す
の
で
、
申
告
時
期
に

遅
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
早
め
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
市
民
課
戸
籍
係

（
擦
浦
１
１
２
７
）
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

煙
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
の

購
入

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
格
納

さ
れ
た
電
子
証
明
書
を
読
み
取
る

機
器
で
す
。
家
電
量
販
店
な
ど
で

購
入
で
き
ま
す
。

煙
利
用
者
識
別
番
号
等
の
取
得

　

「
電
子
申
告
・
納
税
等
開
始
（
変

更
等
）
届
出
書
」
を
伊
勢
税
務
署

に
提
出
し
、
利
用
者
識
別
番
号
な

ど
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

　

開
始
届
出
書
は
、
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン

で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 

　

月
曜
か
ら
金
曜
日
の
午
前
８
時

　

分
か
ら
午
後
９
時
（
祝
日
を
除

３０く
）

※
申
告
用
デ
ー
タ
の
作
成
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用

し
て
い
つ
で
も
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
確
定
申
告
期
間
中
は
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
で
休
止
す
る

場
合
を
除
き　

時
間
送
信
す
る
こ

２４

と
が
可
能
で
す
。

噛

噛

噛

噛

噛

　

所
得
税
の
確
定
申
告
以
外
に

も
、
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て
消

費
税
の
申
告
や
納
税
な
ど
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　e-Taxとは、「国税電子申告・納税システム」のことをいいます。

　所得税や消費税などの国税の申告・納税などの手続きが、自宅や会社にいながら

パソコンを通してオンラインで行うことができます。

伊勢税務署　擦０５９６噂３１９１

税務課市民税係　擦浦１１３４　　

インターネットで確定申インターネットで確定申告！
ｅ-Ｔａｘを
　　　　ご利用ください

インターネットで確定申告！インターネットで確定申告！
イータックス

ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
の
メ
リ
ッ
ト

ｅ－
Ｔ
ａ
ｘ
を

利
用
す
る
に
は

ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
の

利
用
可
能
時
間



　

よ
く
あ
る
税
の
質
問
に
お
答
え

し
て
い
る「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」

の
う
ち
、
電
話
音
声
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

よ
る
情
報
の
提
供
は
、
平
成　

年
２１

　

月　

日
を
も
ち
ま
し
て
終
了
さ

１１

３０

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
携

帯
電
話
サ
イ
ト
を
含
む
）
に
よ
る

情
報
の
提
供
は
、
今
後
も
引
き
続

き
行
い
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
な
ど
、
時
期
に
応
じ
た

税
情
報
な
ど
を
提
供
し
て
い
き
ま 

す
の
で
お
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w
w
w
.n
ta
.g
o
.jp
/

　

ま
た
、
税
に
関
す
る
一
般
的
な

ご
相
談
は
、
伊
勢
税
務
署
に
お
電

話
の
上
、
音
声
案
内
に
従
い
「
１

番
」を
選
択
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

国
税
局
の「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」

の
職
員
が
受
け
賜
わ
り
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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e-Tax の流れ
①国税庁ホームページ
（http://www.nta.go.jp）内「確定申告書等
作成コーナー」の「作成開始」をクリッ
クしてください。

③パソコンの利用環境を確認した後、
上記画面から該当する申告書を選択
し、手順に沿って収入、各種控除の内
容を入力してください。

⑥内容に間違いがなければ、送信の準
備に入ります。手順に沿って、利用者
識別番号や暗証番号を入力してくださ
い。

⑤送信が正しく終了すると上記の画面
が表示されます。

④申告書の入力が終りましたら、内容
に間違いがないか確認してください。

②作成する申告書および「電子申告
（e-Tax）により提出」を選択し、利用
者識別番号の入力、電子証明書の登録
などの初期登録を行ってください。

完了

ご用件などをお伝え
ください。

国税局の税務相談室
職員がご相談をお受
けします。

電話相談センター 税　務　署

1 2番号選択

税務署へ電話

自動 音声案内

個別的なご相談の
ための事前予約
手続きの場合など
は「2番」を選択し
てください

・国税の解釈や適用
・申告や申請の手続
などの一般的なご
相談は「1番」を選
択してください。

国税のご相談は、まずはお電話で！ 電
話
音
声
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る

タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
を
終
了
し
ま
す

伊
勢
税
務
署　

擦
０
５
９
６
噂
３
１
９
１
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認
知
症
、
知
的
障
が
い
、
精
神

障
が
い
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力

が
不
十
分
な
か
た
が
た
は
、
金
銭

や
財
産
の
管
理
、
介
護
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
福
祉
施
設
へ

の
入
所
に
関
す
る
手
続
き
、
遺
産

分
割
の
協
議
な
ど
を
す
る
必
要
が

あ
っ
て
も
、
自
分
で
行
う
こ
と
が

難
し
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
く
判
断
で
き
ず
に
契

約
を
結
ん
で
し
ま
い
、
悪
質
商
法

の
被
害
に
あ
う
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

成
年
後
見
制
度
は
、
判
断
能
力

の
不
十
分
な
か
た
が
た
の
財
産
や

権
利
を
保
護
し
、
生
活
を
支
援
す

る
制
度
で
す
。

　

成
年
後
見
制
度
に
は
、「
法
定
後

見
制
度
」と「
任
意
後
見
制
度
」と

い
う
二
つ
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
法
定
後
見
制
度
は
、

利
用
す
る
か
た
の
判
断
能
力
の
程

度
に
応
じ
て
３
つ
の
制
度
に
分
け

ら
れ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

本
人
、
配
偶
者
、
四
親
等
内
の

親
族
、
市
長
（
身
寄
り
の
な
い
高

齢
者
の
場
合
な
ど
）
が
、
戸
籍
謄

本
や
医
師
の
診
断
書
な
ど
申
し
立

て
に
必
要
な
書
類
を
用
意
し
、
家

庭
裁
判
所
に
後
見
等
の
開
始
の
審

判
を
申
し
立
て
ま
す
。

　

配
偶
者
や
親
族
、
知
人
以
外
で

も
、
法
律
や
福
祉
の
専
門
家
、
ま

た
法
人
（
社
会
福
祉
協
議
会
や
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ

ポ
ー
ト
な
ど
）
な
ど
、
家
庭
裁
判

所
が
本
人
に
と
っ
て
最
も
適
切
と

思
わ
れ
る
人
や
法
人
を
選
任
し
ま

す
。
ま
た
、
複
数
の
成
年
後
見
人

等
を
選
任
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

津
家
庭
裁
判
所
伊
勢
支
部
（
擦

０
５
９
６
噂
３
１
３
５
）
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
く
わ
し

い
内
容
な
ど
を
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊

成
年
後
見
制
度
っ
て
？

珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊

制
度
に
は
ど
ん
な
も
の
が

あ
る
の
？

珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊

利
用
し
た
い
と
き
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊

成
年
後
見
人
等
に
は

ど
の
よ
う
な
人
が
選
ば
れ
る
の
？

珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊

相
談
は
ど
こ
に
行
け
ば

い
い
の
？

　

み
な
さ
ん
の
「
不
安
」
を
「
安
心
」
に
変
え
る
成
年
後
見
制
度
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
こ
で
は
、
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

健
康
福
祉
課　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

擦
浦
１
１
８
２

成
年
後
見
制
度

成
年
後
見
制
度
の

利
用
利
用
を

　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

成
年
後
見
制
度
の

利
用
を

　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か

知的障がいを持つわが子。

親のわたしたちが死んだ後も

こどもの生活・財産管理を

安心して託せます。

知的

親の

こど

安心

高額商品を買ってしまった

認知症のおばあさんを

悪質商法から守ることが

　　　　　できました。

にんちしょう

ちてき しょう

あくしつしょうほう

任意後見制度
（判断能力のある人）

法　定　後　見　制　度
（判断能力が不十分な人）

図１

任意後見制度補 助 制 度保 佐 制 度後 見 制 度名　称

判断能力がある人日常生活で判断能力が
不十分な人

日常生活で判断能力が
著しく不十分な人

日常生活で判断能力が
欠けているいるのが通
常の状態の人

対象者
（利用者本人）

任意後見人補助人保佐人成年後見人支援する人

財産管理・身上監護財産管理・身上監護財産管理・身上監護財産管理・身上監護
※1　　　※2

仕事の
内　容

本人との契約で定めた
行為

本人の同意を得た上
で、家庭裁判所が定め
た法律行為

本人の同意を得た上
で、家庭裁判所が定め
た法律行為

本人が行うすべての法
律行為代理権

なし
本人の同意を得た上
で、家庭裁判所が定め
た法律行為

法律上定められた重要
な行為

日常生活に関する行
為汽以外のすべての行
為（取消権のみ）

同意権
取消権

汽日用品の購入（スーパーマーケットなどでの日用品の買い物など）その他日常生活に関する行為

※1　本人の預貯金の管理、不動産などの処分、遺産分割など財産に関する契約などについての助言や支援
※2　介護・福祉サービスの利用や医療・福祉施設への入退所の手続きや費用の支払いなど、日常生活にかか
わってくる契約などの支援



広報　とば

13

　メタボリックシンドローム（以下メタボ）のもととなる内臓脂肪を減らすためには、自分の体格
や活動量に合った食事の量やバランスを調整し、良好な食生活を維持していくことが大切です。
　ここでは、メタボを防ぐための食生活についてご紹介します。

健康福祉課健康係（保健福祉センターひだまり内）　擦浦１１４６

ヘルスケア栄養教室
　市では、メタボ予防のためのヘルス
ケア栄養教室を開催しています。
　食生活について一緒に考え、簡単で
ヘルシーな料理を作り、メタボ予防の
コツを楽しく学びませんか。みなさん
の参加をお待ちしています。
開催予定　毎月１回　９：30～13：00
内容　メタボ予防のための講義、調理
実習、希望者には栄養相談を行います。
★開催日などは、広報とばをご覧の上、
お申し込みください。（今号は 22ペー
ジ）

　旬の食材を使い、食べごたえとおいしさは残
しながら、ヘルシーになるように工夫したメ
ニューです。ぜひ一度お試しください。
＜献立＞
主食　ごはん
主菜　❶ブリと白菜の包み焼き
副菜　❷ニンジンとこんにゃくのきんぴら風
❸サツマイモとブロッコリーのゴママヨ和え
＜栄養価＞（ごはん150ｇの場合の１食分）
エネルギー572kcal　塩分 2.7ｇ

メタボを防ぐ食生活10か条

材料（2人分）と作り方

料理❶　ブリ 70ｇ２切れ、塩小さじ 1/6、ゆずコショウ小さじ 1/4、

白菜 100ｇ、ネギ 30ｇ、マイタケ 40ｇ

Ａ（酒大さじ 1・1/2、塩小さじ 1/6）

★塩をして置いた後、ゆずコショウを塗ったブリと野菜類をクッキ

ングペーパーに置き、Ａをかけて包み、フライパンで蒸し焼きにする。

料理❷　ニンジン 100ｇ、こんにゃく 60ｇ、しょう油小さじ 2・1/2、

酒小さじ２、七味唐辛子少々

★鍋でニンジンを蒸し煮し、下ゆでしたこんにゃくと調味料を加え、

汁気がなくなるまで煮る。

料理❸　サツマイモ 80ｇ、ブロッコリー 40ｇＡ（すりゴマ小さじ 1、

マヨネーズ・しょう油各小さじ 1/2、かつお節少々）

★レンジで加熱したサツマイモとゆでたブロッコリーをＡで和える。

＜料理のポイント＞

料理❶　魚や肉が中心の主菜でも、野菜をたくさん食べられるよう

にしました。

料理❷❸　❶のブリに脂質が多く含まれるので脂質を控えめにしま

す。❷は油で炒めず蒸し煮にします。ニンジンの甘みが増し、甘味料

が削減できます。❸は脂質の多いマヨネーズとゴマは風味付け程度

とし、しょう油とかつお節でコクを出します。

メタボ予防におすすめレシピ

❶
❷

❸

　

メ
タ
ボ
予
防
に
は
、
毎
日
の
食
生
活
の
地
道
な
積
み
重
ね
が
大
切

で
す
。
大
き
な
努
力
よ
り
小
さ
な
習
慣
。
ま
ず
は
自
分
が
で
き
そ
う

な
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
み
、
良
い
習
慣
を
一
つ
ず
つ
身
に
つ
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

①
主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
規
則
正
し
く
食
べ
る
。

　
　

主
食
１
品
、
主
菜
１
品
、
副
菜
２
品
程
度

②
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
食
材
を
上
手
に
利
用
す
る
。

　
　

野
菜
・
き
の
こ
・
海
藻
な
ど

③
脂
肪
の
多
い
食
品
は
控
え
、
調
理
に
使
う
油
は
使
い
す
ぎ
な
い
よ

う
に
す
る
。

④
素
材
の
味
を
生
か
し
、
薄
味
を
心
掛
け
る
。

⑤
ゆ
っ
く
り
よ
く
か
ん
で
食
べ
る
。

⑥
必
要
以
上
に
買
わ
な
い
、
料
理
は
余
分
に
作
ら
な
い
。

⑦
間
食
は
量
と
時
間
を
決
め
、
そ
れ
以
外
は
食
べ
な
い
。

　
　

食
べ
た
く
な
っ
た
ら
別
の
こ
と
で
気
を
紛
ら
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
　

１０
分
乗
り
切
れ
ば
食
べ
た
い
気
持
ち
も
納
ま
り
ま
す
。

⑧
体
に
よ
い
と
い
わ
れ
て
い
る
食
品
の
食
べ
過
ぎ
に
注
意
。

適
量
が
大
事
。
健
康
の
た
め
に
食
べ
て
い
る
つ
も
り
で
も
、
実
は
余

分
な
カ
ロ
リ
ー
を
取
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
恐
れ
も…

。

⑨
食
べ
過
ぎ
た
と
き
は
、
そ
の
後
２
、
３
日
の
食
事
を
加
減
し
、
調

節
す
る
。

⑩
食
品
を
選
ぶ
と
き
は
、
容
器
に
記
載
さ
れ
て
い
る
栄
養
成
分
表
示

を
見
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
確
認
す
る
。

始めま始めましょしょ
う！

始めましょ
う！食生活からメタボ予防食生活からメタボ予防
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毎
月
第
３
火
曜
日
午
後
か
ら
、

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
で

人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

隣
近
所
の
も
め
ご
と
、
家
庭
内

の
問
題
、
い
じ
め
や
体
罰
、
職
場

で
の
パ
ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

で
お
悩
み
の
か
た
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

今
月
は
、　

日　

午
後
１
時　

１５

（火）

３０

分
～
３
時　

分
で
す
。

３０

人
権
擁
護
委
員
の
み
な
さ
ん
（
敬

称
略
）　

加
藤
周
一（
鳥
羽
地
区
）・

河
邑
啓
子（
安
楽
島
地
区
）・
岩
佐

美
次
（
桃
取
・
答
志
地
区
）・
西

井
富
子
（
鏡
浦
地
区
）
野
村
薫（
長

岡
地
区
）・
石
原
三
千
代
（
加
茂

地
区
）・
小
寺
功
子
（
菅
島
・
神

島
地
区
）

　

昨
年
度
は
、
委
員
が
神
島
を
直

接
訪
問
し
、
保
育
所
か
ら
小
中
学

校
、
老
人
会
、
町
民
へ
と
地
域
に

密
着
し
た
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
本
年
度
は
、　

月　

日　

に

１１

２４

（火）

鏡
浦
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ひ
だ
ま
り
フ
ェ
ス
タ
で

の
啓
発
活
動
や
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ

タ
ー
を
各
小
、
中
学
校
に
配
布
す

る
な
ど
の
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

煙　

煙　

煙　

煙　

煙

　

人
権
問
題
は
身
近
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
見
つ
め
直
し
、

関
心
を
持
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

１
９
４
８
（
昭
和　

）
年　

月　

日
、
第
３
回
国
際
連
合
総
会
で
、

２３

１２

１０

世
界
に
お
け
る
自
由
・
正
義
お
よ
び
平
和
の
基
礎
で
あ
る
基
本
的
人
権

を
確
保
す
る
た
め
、「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
も
、
昭
和　

年
か
ら
毎
年　

月
４
日
～　

日
ま
で
を
「
人
権

２４

１２

１０

週
間
」
と
し
て
、
法
務
省
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
が
協
力
し
て
、

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、　

月
４
日　

午
前
７
時　

分
か
ら
、
鳥
羽
駅
周
辺
で
人
権

１２

（金）

３０

擁
護
委
員
や
法
務
局
職
員
、
市
職
員
な
ど
が
街
頭
啓
発
を
行
い
ま
す
。

考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心

入選者 小学校の部

煙鳥羽小１年　世古怜央真　

　２年　森下実桜・山中魁人　

　４年　井村澪司　６年　木場瑞姫

煙菅島小５年　松村華怜

煙安楽島小５年　中村優　

６年　植木大智・奥田光・片岡容子・

亀川真代・小久保真希・柴山ほのか・

城山萌里・中山早貴・野村祐奈・湊

谷智帆　

煙鏡浦小６年　杉原真海

煙加茂小６年　奥村真優・西井沙弥

入選者 中学校の部

煙加茂中１年　廣川悠子・松本玲奈

　３年　倉田芽美・田中麻里

煙答志中１年　中村笑香・橋本まこ

煙鳥羽東中２年　宇仁田舞歩・角谷

萌々果・村上ひかる

煙長岡中３年　亀川実可子

　

一
人
ひ
と
り
に
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
に
、
市
内
の

小
中
学
生
か
ら
人
権
作
品
を
募
集
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
次
の
２
点
が
特
選
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

月　

日　

ま
で
鳥
羽
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
ハ
ロ
ー
２
階
・
催

１２

１０

（木）

事
場
で
、
今
年
度
出
展
さ
れ
た
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

人
権
作
品
展
入
賞
者
発
表

人
権
擁
護
委
員
の
活
動
紹
介

と
ばのわ ひと

のわ じんけんのわ
12月４日から10日は人権週間です

市民課人権・生活係　　㉕１１４２

千　

草　

壮　

史

（
鳥
羽
小
２
）

山　

下　

琴　

巳

（
答
志
中
３
）

人
権
相
談

人
権
啓
発
活
動
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先
日
、
か
も
め
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、「
森
里
海
連
環　

神
々
の
ふ
る

さ
と
に
て
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
鳥
羽
磯
部
漁
協
主
催
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
森
も
里
も
海
も
お
互

い
に
関
連
し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
環
境
を
良
く
す
る
に
は
、
独
自

の
取
り
組
み
だ
け
で
は
解
決
で
き

な
い
と
い
う
考
え
の
下
、
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。

　

最
近
、「
森
は
海
の
恋
人
」
と
い

う
言
葉
が
聞
か
れ
ま
す
。
海
を
守

る
た
め
に
森
に
木
を
植
え
る
行
事

も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
自
然
林
と
人
工
林
が
混
在
す

る
中
で
、
自
然
林
が
海
の
環
境
の

た
め
に
は
最
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
の
国
に
お
い
て

は
、
人
工
林
が
広
大
な
面
積
を
占

め
て
お
り
、
そ
の
存
在
を
無
視
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
か
ら　

～　

年
前
、
植
林
さ

５０

６０

え
し
て
お
け
ば
、
将
来
は
必
ず
も

う
か
る
と
ば
か
り
に
全
国
各
地
で

ヒ
ノ
キ
や
杉
の
人
工
林
が
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
今
や
、
輸

入
品
に
押
さ
れ
、
植
林
の
手
入
れ

ど
こ
ろ
か
、
伐
採
し
て
売
っ
て
も

採
算
が
取
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
人
工
林
は
そ
の
ま
ま
放
置
さ

れ
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
す
。

　

今
、
人
工
林
は
密
植
さ
れ
、
単

一
の
種
類
の
木
に
覆
わ
れ
、
下
草

は
一
切
生
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
は
、
大
雨
に
よ
る
被

害
を
増
大
し
、
森
に
生
息
す
る
動

物
た
ち
を
も
苦
し
い
状
況
に
追
い

込
ん
で
い
ま
す
。

　

間
伐
を
強
度
に
行
っ
て
、
光
が

地
面
ま
で
届
く
よ
う
に
し
、
ほ
か

の
草
木
が
生
え
る
よ
う
に
な
る

と
、
生
産
さ
れ
る
木
も
良
質
と
な

り
、災
害
に
強
い
森
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
海
に
対
す
る
好
影
響

も
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
森
の
手
入
れ
を
し

っ
か
り
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

林
業
と
し
て
成
り
立
つ
よ
う
採
算

が
取
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
国
は
、
工
業
製
品
の
輸

出
を
確
保
す
る
た
め
に
、
国
内
で

十
分
生
産
で
き
る
米
や
材
木
ま

で
、
安
い
輸
入
品
と
競
争
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
衰
退
さ
せ
て
き
た
と

思
い
ま
す
。

　

特
に
材
木
に
つ
い
て
は
、
伐
採

し
て
し
ま
う
と
熱
帯
林
な
ど
は
再

生
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
由
に

し
て
、
輸
入
を
制
限
す
る
こ
と
で

国
内
産
の
材
木
を
優
先
し
て
使
用

す
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
の
建
築
家
屋
に
占
め
る
材

木
の
割
合
は
、
減
少
し
て
き
て
お

り
、
国
産
材
を
使
用
す
る
こ
と
の

価
格
へ
の
影
響
は
、
小
さ
い
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

国
産
材
を
使
う
こ
と
で
、
林
業

が
復
活
し
、
ま
た
花
粉
症
に
悪
い

種
類
の
木
を
順
次
減
ら
し
、
森
の

環
境
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ

が
海
の
環
境
改
善
や
持
続
可
能
な

漁
業
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
良
い
こ
と
ば
か
り
の
よ
う

に
わ
た
し
は
思
う
の
で
す
が
、
み

な
さ
ん
は
い
か
が
考
え
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
人
権
意
識
と
密
接
な

関
係
が
あ
る
脳
細
胞
に
つ
い
て
の

お
話
で
す
。

　

川
島
隆
太
さ
ん
（
東
北
大
学
教

授
）
は
、
そ
の
著
書
『
自
分
の
脳

を
自
分
で
育
て
る
』
の
中
で
、

「
神
経
細
胞
の
数
は
、
だ
い
た
い

千
数
百
億
個
も
あ
っ
て
、
神
経
細

胞
の
一
つ
一
つ
か
ら
は
、
い
く
つ

も
神
経
線
維
が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
の
神
経
線
維
は
、
神
経
細
胞

か
ら
の
情
報
を
運
ぶ
供
生
き
た
電

線
僑
で
す
。
こ
の
電
線
が
複
雑
に

組
み
合
わ
さ
っ
て
、
脳
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
実

は
、
脳
の
働
き
と
は
、
神
経
線
維

と
い
う
電
線
で
つ
な
が
っ
た
、
た

く
さ
ん
の
神
経
細
胞
の
働
き
な
の

で
す
。

　

実
際
、
み
な
さ
ん
の
脳
の
神
経

線
維
に
は
、
神
経
細
胞
か
ら
発
生

し
た
弱
い
電
気
が
流
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
神
経
線
維
か
ら
流
れ

て
き
た
電
流
が
、
次
の
神
経
細
胞

に
伝
わ
る
場
所
を
シ
ナ
プ
ス
と
い

い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
次
の
神
経

細
胞
に
、
直
接
電
流
が
流
れ
て
い

く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
経

伝
達
物
質
と
よ
ば
れ
る
、
さ
ま
ざ

ま
な
化
学
物
質
の
力
を
借
り
て
、

電
流
の
情
報
を
伝
え
ま
す
。」
と

言
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
何
度
も
何
度
も
学
習

を
し
て
、
脳
を
活
発
に
働
か
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
細
胞
と
細
胞
の

間
に
情
報
を
流
す
い
ち
ば
ん
近
い

道
筋
が
で
き
る
」、「
さ
ら
に
学
習

を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
道
筋
が
太

く
て
し
っ
か
り
し
た
高
速
道
路
に

な
る
」、「
脳
の
細
胞
と
細
胞
を
つ

な
ぐ
高
速
道
路
を
た
く
さ
ん
作
る

こ
と
が
、
よ
い
脳
を
つ
く
る
こ
と

に
な
る
」
と
も
、
言
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
意
識
を
少
し
で
も
高
め
る

た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
積

極
的
に
学
習
し
、
繰
り
返
し
実
践

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Vol.89

人
権
・
意
識
・
脳
細
胞　
（２）

vol.51

「森も里も海も」
みんなつながっている
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月
の
台
風　

号
は
、
市
内
各

１０

１８

地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

　

鳥
羽
城
跡
で
も
、
木
が
た
く
さ

ん
倒
れ
た
り
、
一
部
の
石
垣
が
崩

れ
る
な
ど
の
被
害
が
出
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
実
は
こ
の
台
風
に
よ

り
、
旧
鳥
羽
幼
稚
園
跡
の
裏
手
の

斜
面
に
立
派
な
石
垣
が
姿
を
現
し

た
の
で
す
。

　

石
垣
は
、
乱
積
み
で
、
旧
鳥
羽

小
学
校
運
動
場
や
、
旧
幼
稚
園
跡

の
石
垣
と
同
様
の
積
み
方
に
な
っ

て
い
ま
す
。
角
部
に
は
、
算
木
積

（
さ
ん
き
づ
み
）
と
呼
ば
れ
る
手
法

も
み
ら
れ
、
鳥
羽
城
が
あ
っ
た
時

代
か
ら
残
る
石
垣
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。

　

こ
の
石
垣
は
、
鳥
羽
城
の
絵
図

で
も
描
か
れ
て
い
て
、
少
な
く
と

も
、
板
倉
氏
が
藩
主
の
時
代
に
ま

で
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
城
山
公
園
側
に
向

か
っ
て
残
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。

　

現
在
、
城
山
に
は
、
多
く
の
樹

木
が
生
い
茂
っ
て
い
る
た
め
、
実

は
石
垣
が
残
っ
て
い
て
も
、
分
か

ら
な
く
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
の
廃
城
以
後
、
ほ
と
ん
ど

無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
城
の
石
垣
で
す
が
、
今
後
、

城
山
の
草
木
伐
採
作
業
を
実
施
し

た
後
に
、
残
存
し
て
い
る
石
垣
が

ほ
か
に
な
い
か
調
査
を
行
う
予
定

で
す
。 

　

映
画
と
男
女
共
同
参
画
と
い
う

と
あ
ま
り
結
び
つ
か
な
い
の
で
は

と
感
じ
る
か
た
も
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

映
画
を
見
る
際
、
人
は
ど
こ
か

で
自
分
自
身
と
重
ね
合
わ
せ
、
そ

こ
か
ら
感
動
す
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

わ
た
し
自
身
、
時
間
の
許
す
限

り
映
画
を
鑑
賞
し
、
そ
の
映
像
の

美
し
さ
や
音
楽
を
楽
し
む
時
間
を

持
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

映
画
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
や
事

柄
を
反
映
し
、
そ
の
時
代
さ
え
も

映
し
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

喜
劇
・
悲
劇
だ
け
で
な
く
、
あ

ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の
中
で
、

女
性
の
立
場
や
行
動
が
時
代
に

よ
っ
て
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
、

し
っ
か
り
描
か
れ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
き
難
い
環
境
の
中
、

女
性
の
勇
気
あ
る
行
動
が
表
さ
れ

た
も
の
な
ど
、
移
り
行
く
時
代
の

中
で
、
女
性
の
姿
を
描
い
た
作
品

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
し
っ
か
り
と

社
会
の
現
象
が
映
し
出
さ
れ
て
い

る
の
だ
と
、
最
近
映
画
を
見
て
い

て
感
じ
る
作
品
も
あ
り
ま
し
た
。

　

映
画
と
い
う
身
近
な
題
材
か
ら
、

そ
の
時
代
の
社
会
背
景
な
ど
を
考

慮
し
つ
つ
、
女
性
の
生
き
ざ
ま
だ

け
で
な
く
、
例
え
ば
育
児
の
方
法

な
ど
彼
女
た
ち
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
と
こ
ろ
か
ら
、
男
女
が
共
に

生
き
る
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
今
ま
で

と
違
っ
た
視
点
で
映
画
を
見
て
み

る
と
、
ま
た
一
味
違
っ
た
面
白
さ

が
味
わ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

vol.17

再発見！ 
鳥羽のお宝 

教育委員会生涯学習課

擦浦１２６８

新
た
な
鳥
羽
城
の
石
垣
が

現
れ
た
鎧

旧幼稚園跡

鳥羽城絵図（図書館蔵）の中の丸で囲んだ
部分が確認されました

台風18号の通過によって姿を現した石垣

石垣は、青いシートで覆われた部分です

 vol.99

= 

イコー
ルパートナ

ーシップ
 

映画の中の
男女共同参画

市民課人権・生活係

擦浦１１２６
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長
距
離
走
を
始
め
て
か
ら
半
年

余
り
で
め
き
め
き
力
を
つ
け
、
大

会
ご
と
に
タ
イ
ム
を
更
新
し
て
き

た
佳
子
さ
ん
（
桃
取
小
６
年
）。

　

女
子
１
０
０
０
㍍

で
、
７
月
に

は
県
内
歴
代
５
位
、　

月
に
開
か

１０

れ
た
第　

回
県
小
学
生
ク
ラ
ブ
対

１４

抗
選
手
権
大
会
で
は
、
３
分　

秒
１０

　

の
県
小
学
生
新
記
録
で
み
ご
と

７６優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

長
距
離
走
を
始
め
た
き
っ
か
け

は
？

　

５
年
生
の
と
き
、
校
内
マ
ラ
ソ

ン
大
会
で
優
勝
し
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。
先
生
に
勧
め
ら
れ
て
、

６
年
生
か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
、
マ
ラ
ソ
ン
が
嫌
い
で
泣

い
た
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、今
は
、

走
る
の
が
す
ご
く
楽
し
い
で
す
。

ど
ん
な
練
習
を
し
た
の
で
す
か
？

　

毎
日
、
学
校
で
朝
と
放
課
後
に

２
丼
ず
つ
走
り
込
ん
で
、
家
に

帰
っ
て
か
ら
も
コ
ー
ス
を
決
め
て

町
内
を
２
丼
ぐ
ら
い
走
り
ま
し
た
。

い
い
タ
イ
ム
が
出
せ
た
の
は
、
な

ぜ
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　

毎
日
、
タ
イ
ム
を
測
っ
て
、
本

番
の
ペ
ー
ス
を
つ
か
む
練
習
を
一

生
懸
命
指
導
し
て
く
れ
た
先
生

と
、
自
主
ト
レ
の
と
き
、
自
転
車

で
一
緒
に
走
っ
て
く
れ
た
お
か
あ

さ
ん
の
応
援
の
お
か
げ
か
な
。

こ
れ
か
ら
の
目
標
は
？

　

来
年
２
月
に
あ
る
「
美
し
国
三

重
市
町
対
抗
駅
伝
」
に
出
て
、
区

間
新
記
録
を
ね
ら
い
た
い
で
す
。

lose-up
クローズ アップ

フレ
ーフ

レー

　菅島野球スポーツ少年団は、１９９０年(平成２年)にスポー

ツ少年団として登録されました。

　現在、男１４人、女３人の計１７人が所属しており、火曜・

木曜・土曜日の週３回、午後６時半から菅島小学校でナイ

ター練習を行っています。

　先月、鳥羽志摩地区の代表としてマクドナルドカップ三

重県大会への出場を果たしたばかりで、グランドではいつ

も大きな掛け声が飛び交っています。　

　監督の木下晃さんは、「離島なので同級生が少ない。しか

し、少ないからこそ、協力したり、助け合ったりすること

が大事になってくる。大人になってからも助け合いの精神

を忘れないでほしい」と語ってくれました。

　１２月いっぱいで卒団することになる、団で唯一の６年生

小寺良輝くん（小６）は、「寂しいけど、やり残したことは

ありません。残りわずかな団生活もチームメートと一緒に

精一杯頑張ります」と力強く語ってくれました。

Vol.9

　「はばたけ鳥羽人」では、地域

で活躍されているかたを、「フ

レーフレーとばっ子」では、市内

のスポーツ少年団で頑張ってい

るこどもたちを紹介します。
あなたも登場してください。

【連絡先】総務課広報情報係　擦浦１１１４

鳥
羽
人

は
ば
た
け

鳥
羽
鳥
羽
人

鳥
羽
人

Vol.９

走
り
終
わ
っ
た
と
き
の
気
分
は
最
高
！ 

女子１０００庵で県小学生

新記録のタイムを樹立し

た

濱口　 佳  子 さん
か こ

（桃取町）

助け合いの精神

菅島野球スポーツ少年団
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山下　 弘  真  ちゃん
こう ま

平成２０年１０月２６日生まれ（答志町）

山村　 海  美  ちゃん
み み

平成２０年１０月１３日生まれ（坂手町）

刀根　 佳  凛  ちゃん
か りん

平成２０年１０月８日生まれ（桃取町）

北川　 有  馬 ちゃん
あり ま

平成２０年１１月１８日生まれ（畔蛸町）

魚が大好きです。 パパ似のおてんば娘♡です外 元気な桃取っ子にな～あ～れ鎧

ただ今、わんぱく盛りの

有馬で～す外

元気いっぱいのともくん♡

これからもスクスク育ってね鎧

井上　 知  樹  ちゃん
とも き

平成２０年１１月１０日生まれ（一丁目）

男の子に間違われるけど

仲良し姉妹です♡

北村　 俐  静  ちゃん
り せ

平成２０年１０月２６日生まれ（高丘町）

満
１
歳
に
な
る
元
気
な
お
子
さ

ん
の
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
画
像
も

可
）
に　

文
字
以
内
の
コ
メ
ン

２０

ト
を
添
え
て
、
誕
生
日
ま
で
に

広
報
情
報
係
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。

短

歌
◆
檜
山　

信
道　

選

逝
き
し
よ
り
十
年
余
を
経
て
お
も
か
げ
も
い
つ
し
か
写
真
の
顔
に
定
ま
る

 

大
明
西
町　

吉
川　

渓
子

十
五
夜
の
光
あ
ま
ね
し 
恙 
な
く
積
み
だ
ん
ご
捧
げ
今
年
も
拝
み
ぬ

つ
つ
が

 

坂
手
町　

今
井
み
ね
子

萩
す
す
き
お
は
ぎ
供
へ
し
幼
な
き
日
思
ひ
つ
つ
仰
ぐ
十
五
夜
の
月

 

松
尾
町　

野
村　

美
鶴

朝
毎
に
見
る
コ
ス
モ
ス
の
赤
々
と
咲
き
て
嬉
し
も
百
円
の
花

 

坂
手
町　

久
田　

シ
マ

雨
長
し 
何  
時 
か
ら
咲
き
し
か
朝
顔
の 
萎 
み
し
花
は
庭
に
落
ち
た
り

い 

つ 

し
ぼ

 

若
杉
町　

田 

中　
 

靜

松
ぼ
っ
く
り
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
落
ち
ゐ
る
を
松
の
お
山
と
子
ら
は
集
め
ぬ

 

大
明
東
町　

谷
下　

洋
子

パ
ン
パ
ン
と
音
の
聞
こ
ゆ
る
火
を
と
め
て
二
階
へ
上
が
る
見
事
な
花
火

 

安
楽
島
町　

藤
田　

幸
子

薄
明
け
の
ホ
テ
ル
の
窓
に
小
船
ゆ
く
漁
場
へ
急
ぐ
か
波
の
輪
の
こ
し

 

大
明
西
町　

林 　

善 

子

き
ぞ
の
夜
の
い
な
さ
の
返
し
に
潮
け
だ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
海
に
た
つ
淡
き
朝
虹

二
丁
目　

三　

浦　

京　

子

【
選
歌
小
見
】

　

朝
虹
に
焦
点
を
あ
て
う
ま
く
一
首
を
ま
と
め
あ
げ
て
い
る



　

子
育
て
応
援
特
別
手
当
（
平
成　

年
度

２１

版
）
は
、
平
成　

年
４
月　

日
に
決
定
さ

２１

１０

れ
た
「
国
の
経
済
危
機
対
策
」
の
一
環
と

し
て
、
支
給
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
、　

月　

日
の
閣
議
に
お
い
て
、

１０

１６

手
当
の
支
給
執
行
停
止
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
市
で
は
、　

月
上
旬
よ
り
申
請
の
受

１２

付
を
開
始
す
る
予
定
で
し
た
が
、
こ
の
発

表
を
受
け
、
手
当
の
支
給
を
中
止
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月
１
日
か
ら
申
請
の
受
け
付

１０

け
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者

か
ら
の
暴
力
）
被
害
者
の
事
前
申
請
に
つ

い
て
も
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

支
給
対
象
者
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、

多
く
の
か
た
が
た
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
こ
と
を
、
心
よ
り
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種

開
始
時
期
が
一
部
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
歳
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
小
児

に
つ
い
て
、
県
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更

に
伴
い
、　

月　

日
か
ら
接
種
が
で
き
る

１１

１６

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
医
療
機
関
で
は
ワ
ク
チ
ン
の
量

が
不
足
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
後
、
国
・
県
を
通
し
て
順
次
ワ

ク
チ
ン
の
供
給
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
な
ど
に
よ

り
、
接
種
開
始
時
期
が
変
更
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
１
月　

日　

に
成

２２

１０

（日）

人
式
を
行
い
ま
す
。

　

新
成
人
に
な
ら
れ
る
か
た
は
、
平
成
元

年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
す
。

　

現
在
、
市
外
に
お
住
ま
い
の
か
た
で
も
、

本
市
出
身
の
か
た
は
対
象
に
な
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
度
か
ら
案
内
状
は
お
送
り

し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

と
き　

平
成　

年
１
月　

日　

午
前　

時

２２

１０

（日）

１０

～　

時
（
午
前
９
時　

分
か
ら
受
付
）

１１

３０

と
こ
ろ　

市
民
文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

※
会
場
周
辺
の
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、
車

で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

離
職
し
て
い
る
か
た
で
、
住
宅
が
無
い

か
た
、
ま
た
は
、
住
宅
を
失
う
恐
れ
が
あ

る
か
た
に
対
し
、
次
の
と
お
り
住
宅
手
当

を
支
給
し
ま
す
。

対
象　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
か
た

・
２
年
以
内
に
離
職
し
た

・
離
職
前
に
、
賃
金
を
得
て
世
帯
の
生
計

を
維
持
し
て
い
た

・
就
労
能
力
と
意
欲
が
あ
り
、
公
共
職
業

安
定
所
へ
求
職
申
し
込
み
を
行
う
意
思
が

あ
る

・
住
宅
が
無
い
、
ま
た
は
失
う
恐
れ
が
あ

る・
国
や
県
が
実
施
す
る
類
似
の
貸
し
付
け

ま
た
は
給
付
を
受
け
て
い
な
い

※
収
入
や
預
貯
金
額
な
ど
の
要
件
が
あ
り

ま
す
。

支
給
月
額　

住
宅
の
賃
貸
料
月
額
（
単
身

世
帯
３
万
３
、４
０
０
円
以
内
）

支
給
方
法　

住
宅
の
貸
し
主
ま
た
は
貸
し

主
か
ら
委
託
を
受
け
た
事
業
者
へ
の
口
座

振
込

　

く
わ
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
生
活
支
援

係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

農
地
の
転
用
は
必
ず
届
け
出
を

　

農
地
（
田
畑
な
ど
）
を
農
地
以
外
の
も

の
と
し
て
利
用
し
た
い
と
き
は
、
農
地
転

用
の
届
け
出
と
許
可
が
必
要
で
す
。（
住
宅

を
建
て
た
い
・
駐
車
場
に
し
た
い
な
ど
）

　

無
断
で
転
用
を
行
う
と
法
律
違
反
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
転
用
前
の
農
地
に
戻
す

よ
う
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
は
毎
月　

日
ま
で
に

１８

　

農
業
委
員
会
は
、
毎
月
上
旬
に
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

農
地
法
に
定
め
る
農
地
の
移
動
な
ど
の

届
け
出
に
つ
い
て
は
、
そ
の
月
の　

日
ま

１８

で
に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
翌
月

の
農
業
委
員
会
で
審
議
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

な
お
、　

日
が
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

１８

の
場
合
は
、
そ
の
前
の
日
の
平
日
と
な
り

ま
す
。

20

ま

ちで見かけた元気
な子

 

広報とばに掲載された

写真を差し上げます。

ご希望のかたは、総務

課広報情報係まで。

１２月１日～

平成２１年１２月１日

成
人
式
の
ご
案
内

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

擦
浦
１
２
６
８

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
）

擦
浦
１
１
８
４

子
育
て
応
援
特
別
手
当（
平
成　

年
度

21

版
）の
執
行
停
止
に
つ
い
て

保
健
セ
ン
タ
ー

（
健
康
福
祉
課
健
康
係
）

擦
浦
１
１
４
６

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
開
始
時
期
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

住
宅
手
当
緊
急
特
別
措
置

健
康
福
祉
課
生
活
支
援
係

擦
浦
１
１
８
１

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
業
委
員
会

擦
浦
１
２
３
１
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好
者
の
増
加
に
伴

い
、
こ
れ
ま
で
の
一
般
開
放
に
加
え
、
新

た
に
土
曜
日
の
夜
間
（
午
後
６
時
～
９
時
）

を
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
一
般
開
放
日
と
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
事
前
に
予
約
す
れ
ば
、
ほ
か

の
競
技
の
専
用
使
用
も
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
大
会
や
行
事
な
ど
で
一
般
開
放

が
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

一
般
開
放
と
し
て
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、

利
用
さ
れ
る
当
日
、
電
話
で
体
育
館
へ
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ツ
ツ
ガ
ム
シ
と
は
ダ
ニ
の
一
種
で
、
山

や
畑
、
河
川
敷
な
ど
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ダ
ニ
の
中
に
は
、
ま
れ
に
病
原
体
を

持
つ
も
の
が
い
て
、
刺
さ
れ
る
と
５
～　
１４

日
の
潜
伏
期
間
を
お
い
て
、
発
熱
や
頭
痛
、

体
の
だ
る
さ
、
発
疹
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
刺
さ
れ
た
後
に
１
亜
程
度
の
潰
瘍

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
「
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病
」

と
い
い
、
症
状
は
風
邪
に
似
て
い
る
の
で

す
が
、
治
療
が
遅
れ
る
と
重
症
化
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
秋
か
ら
初
冬
に
も
発
生

し
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

野
山
に
入
る
と
き
の
注
意

・
長
袖
の
上
着
、
長
ズ
ボ
ン
、
長
靴
、
手

袋
な
ど
を
着
用
す
る
。

・
ダ
ニ
の
忌
避
剤
を
使
用
す
る
。

・
直
接
地
面
に
寝
転
ん
だ
り
し
な
い
。

・
作
業
中
な
ど
に
脱
い
だ
上
着
や
タ
オ
ル

な
ど
を
草
の
上
に
放
置
し
な
い
。

野
山
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら

・
着
て
い
っ
た
衣
類
は
、
で
き
る
だ
け
部

屋
の
中
に
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
、
早
め
に

洗
濯
す
る
。

・
早
め
に
入
浴
し
、
よ
く
体
を
洗
う
こ
と
。

特
に
、
皮
膚
の
や
わ
ら
か
い
と
こ
ろ
は
念

入
り
に
洗
う
。

・
発
熱
な
ど
の
症
状
が
出
た
場
合
、
早
め

に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
個
人
事
業

主
ま
た
は
会
社
な
ど
の
役
員
の
か
た
が
事

業
を
や
め
ら
れ
た
り
退
職
さ
れ
た
場
合

に
、
生
活
の
安
定
や
事
業
の
再
建
を
図
る

た
め
の
資
金
を
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
お

く
国
が
つ
く
っ
た
小
規
模
企
業
の
経
営
者

の
た
め
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
掛
金
は
全
額
所
得
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
受
け
取

る
共
済
金
も
退
職
所
得
扱
い
ま
た
は
公
的

年
金
な
ど
の
雑
所
得
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

内
容
の
問
い
合
わ
せ
と
加
入
申
し
込
み

は
、
商
工
会
・
商
工
会
議
所
・
青
色
申
告
会
・

金
融
機
関
の
本
支
店
の
窓
口
で
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

と
「
エ
ン
ゼ
ル
・
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
平
成

　

年
度
入
所
児
童
の
申
し
込
み
を
受
け
付

２２け
ま
す
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
昼
間
、
仕
事

な
ど
で
保
護
者
が
家
庭
に
い
な
い
小
学
校

低
学
年
の
児
童
を
対
象
に
、
放
課
後
や
夏
・

冬
・
春
休
み
に
、
家
庭
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
、
指
導
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
遊
び

や
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
通
し
て
、
児
童
の

健
全
育
成
を
図
り
ま
す
。

対
象
児
童　

小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生

ま
で
の
児
童

開
所
時
間　

登
校
日
…
下
校
時
～
午
後
６

時
、
土
曜
日
、
夏
・
冬
・
春
休
み
…
午
前

９
時
～
午
後
６
時
、
休
所
日
…
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
（　

月　

日
～
１
月
３

１２

２９

日
）、
お
盆
（
８
月　

日
～　

日
）

１３

１６

申
込
方
法　

所
定
の
申
込
書
で
、
健
康
福

祉
課
子
育
て
支
援
室
（
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
ひ
だ
ま
り
２
階
）
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。（
申
込
書
は
、
各
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
か
健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
室
で
配

付
）

　

定
員
を
超
え
た
場
合
に
は
、
受
入
体
制

な
ど
に
よ
り
入
所
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
・
時
間　
　

月
１
日　

～　

日

１２

（火）

１８

　

午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時　

分
（
土

（金）

３０

１５

曜
・
日
曜
日
を
除
く
）

利
用
料
金
な
ど　

利
用
料
、
保
険
料
、
登

録
料
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
教
材
費
な
ど
を
一
部
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

移
送
サ
ー
ビ
ス　

平
日
学
校
終
業
後
、
加

茂
小
学
校
区
か
ら
エ
ン
ゼ
ル
・
ク
ラ
ブ
へ

の
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
子
育
て
支

援
室
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

広報　とば

井面　レナ（メス　６歳）

市
民
体
育
館
一
般
開
放

市
運
動
施
設
指
定
管
理
者

擦
浦
６
２
１
５（
市
民
体
育
館
）

小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
ご
案
内

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

擦
０
３－

５
４
７
０－

１
６
９
０

保
健
セ
ン
タ
ー

（
健
康
福
祉
課
健
康
係
）

擦
浦
１
１
４
６

ツ
ツ
ガ
ム
シ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
）

擦
浦
１
１
８
４

平
成　

年
度

22

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
所
児
童

放課後児童クラブの名称など

エンゼル・クラブたんぽぽ名称

４０人４０人定　員

鳥羽小学校敷地内安楽島小学校敷地内所在地

擦浦１６６１擦浦３０７５連絡先

※たんぽぽについては、平成２１年度まで、

武道館裏の専用施設で活動しています。
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平成２１年１２月１日

　

市
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
予
防
の
た
め
の
栄
養
教
室
を
行
い
ま

す
。
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
　

月　

日　

１２

１４

（月）

　
　
　

午
前
９
時　

分
～
午
後
１
時

３０

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

２
階
・
ク
ッ
キ
ン
グ
ル
ー
ム

内
容　

講
義
・
調
理
実
習
な
ど

※
希
望
者
に
は
、
教
室
終
了
後
個
別
相
談

を
行
い
ま
す
。

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
拭
き

タ
オ
ル

募
集
人
員　

８
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　
　

月
７
日　

１２

（月）

申
込
先　

健
康
福
祉
課
健
康
係
へ
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ほ
っ
と

し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
こ
う
と

「
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
講
座
」
を
開
催
し
ま

す
。
ク
リ
ス
マ
ス
用
に
も
お
正
月
用
に
も

変
わ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き　
　

月　

日　

午
前　

時
～　

時

１２

２１

（月）

１０

１１

と
こ
ろ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
あ
そ

び
の
広
場
「
だ
っ
こ
」

対
象　

乳
幼
児
子
育
て
中
の
保
護
者
の
か

た
（
託
児
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
応
募
の

と
き
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
）

講
師　

出
口
綾
乃
さ
ん
（
ア
レ
ン
ジ
フ
ラ

ワ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　

材
料
費　

１
、０
０
０
円

募
集
人
員　
　

人
１０

申
込
期
限　
　

月　

日　

１２

１６

（水）

申
込
・
問
合
せ　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
。

　

第
四
管
区
海
上
保
安
本
部
で
は
、
本
年

度
実
施
し
た
第　

回
「
未
来
に
残
そ
う
青

１０

い
海
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
東
海
地
区

で
の
受
賞
作
品　

点
を
掲
載
し
た
２
０
１

１５

０
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
、
希
望
者
１
０
０

人
に
抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

応
募
期
限　
　

月　

日　

必
着

１２

２２

（火）

応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
な
ど
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
カ
レ

ン
ダ
ー
希
望
を
記
入
の
上
、
郵
送
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

※
カ
レ
ン
ダ
ー
の
発
送
を
も
っ
て
当
選
発

表
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
先　

第
四
管
区
海
上
保
安
本
部
環
境

防
災
課
「
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

係
」（
〒　

－

　

名
古
屋
市
港
区
入
船
２
丁

４５５

８５２８

目
３
番　

号
） 

１２

　

国
民
の
み
な
さ
ま
の
信
頼
に
応
え
、
一

層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
実
現
を
目
指
し
、

社
会
保
険
庁
は
組
織
・
人
員
を
一
新
し
、

「
日
本
年
金
機
構
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
社
会
保
険
事
務
所
は
、

新
た
に
「
年
金
事
務
所
」
と
名
称
が
変
わ

り
ま
す
が
、
年
金
相
談
な
ど
の
窓
口
と
し

て
引
き
続
き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、「
年
金
事
務
所
」
は
、
現
在
あ
る

社
会
保
険
事
務
所
の
建
物
を
そ
の
ま
ま
使

用
し
ま
す
の
で
、
所
在
地
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

日
本
年
金
機
構
の
設
立
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
社
会
保
険
庁
や
社
会
保
険
事
務
所
の

名
義
で
ご
案
内
し
て
い
た
各
種
の
関
係
書

類
は
、
内
容
に
よ
り
、
今
後
は
厚
生
労
働

省
ま
た
は
日
本
年
金
機
構
の
名
義
で
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
国
民
の
み
な
さ
ま
が
た
に
、
何
ら
か

の
手
続
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
一
切
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

　

日
本
年
金
機
構
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら

公
的
年
金
の
運
営
業
務
を
引
き
継
い
で
行

う
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
公
的
年
金
制
度

は
、
国
の
制
度
と
し
て
、
そ
の
財
政
や
運

営
に
国
が
引
き
続
き
責
任
を
も
つ
こ
と
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
講
座

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

擦
浦
７
２
２
１

「
図
画
カ
レ
ン
ダ
ー
」プ
レ
ゼ
ン
ト

第
四
管
区
海
上
保
安
本
部
環
境
防
災
課

擦
０
５
２－

６
６
１－

１
６
１
１

保
健
セ
ン
タ
ー

（
健
康
福
祉
課
健
康
係
）

擦
浦
１
１
４
６

ヘ
ル
ス
ケ
ア
栄
養
教
室（
脱
メ
タ
ボ
）

市民課保険年金係

擦浦１１２８

「日本年金機構」が

来年１月１日からスタートします！

vol.３

社会保険庁

日本年金機構

厚生労働省

廃止

公的年金の運営業務

公的年金の財政責任・運営責任

平成22年 1月 1日



《
一
般
書
》

『
戦
国
武
将
の
城
跡
』

『
食
わ
せ
ろ
外
県
民
メ
シ
』

『
医
療
費
と
保
険
が
一
番
わ
か
る
』

『
男
子
家
事
』

『
飛
田
和
緒
の
な
べ
』

『
チ
ッ
チ
と
子
』

『
ロ
ー
ド
＆
ゴ
ー
』　

ほ
か

《
児
童
書
》

『
海
は
生
き
て
い
る
』

『
ガ
ツ
ン
！
』

『
は
じ
め
て
の
日
々
』

『
カ
タ
カ
ナ
ダ
イ
ボ
ウ
ケ
ン
』

『
お
ね
え
ち
ゃ
ん
は
、ど
こ
？
』

『
ピ
ヨ
ピ
ヨ
も
り
の
ゆ
う
え
ん
ち
』
ほ
か

◎
絵
本
と
紙
芝
居
の
会

第
１
回　
　

月　

日　

午
前　

時　

分
～

１２

１３

（日）

１０

３０

　

絵
本
・
紙
芝
居
は
、『
マ
ド
レ
ー
ヌ
の
ク

リ
ス
マ
ス
』
ほ
か
３
冊
。

第
２
回　
　

月　

日　

午
前　

時　

分
～

１２

２６

（土）

１０

３０

　

絵
本
・
紙
芝
居
は
、『
ね
ず
み
の
す
も
う
』

ほ
か
３
冊
。

◎
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
会

と
き　
　

月　

日　

午
前　

時　

分
～

１２

１８

（金）

１０

３０

　

絵
本
は
、『
バ
ナ
ナ
で
す
』
な
ど
。

◎
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

と
き　
　

月　

日　

午
前　

時
～

１２

２０

（日）

１１

テ
ー
マ
『
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
ひ
み
つ
』

◎
冬
休
み
お
は
な
し
会

と
き　
　

月　

日　

午
前　

時　

分
～

１２

２５

（金）

１０

３０

　

お
は
な
し
は
、『
干
支
の
は
じ
ま
り
』な
ど
。

◎
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト 

と
き　
　

月
９
日　

午
前
９
時
～

１２

（水）

と
こ
ろ　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

◎
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
勉
強
会

と
き　
　

月　

日　

午
前　

時
～

１２

１５

（火）

１０

お
り
が
み
教
室
参
加
者
募
集

と
き　
　

月　

日　

午
前　

時
～

１２

１２

（土）

１０

持
ち
物　

お
り
が
み
、
筆
記
用
具
な
ど

募
集
人
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

絵
画
講
座
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す

と
き　
　

月
８
日　

～　

日　

１２

（火）

２３

（水）

☆
特
別
休
館
の
お
知
ら
せ

　
　

月　

日　

～　

月
７
日　

ま
で
蔵
書

１１

３０

（月）

１２

（月）

点
検
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
は
、　

月　

日　

か
ら
１
月

１２

２８

（月）

４
日　

ま
で
休
館
し
、
新
年
は
、
１
月
５

（月）

日　

か
ら
開
館
し
ま
す
。

（火）

行政チャンネルとば番組案内（ケーブルテレビ アイティービー）行政チャンネルとば番組案内（ケーブルテレビ アイティービー）アナログ6chデジタル123ch

市立図書館　擦瓜４５５５

１月　図書館カレンダー

土金木水火月日

２１

９８７６５４３

１６１５１４１３１２１１１０

２３２２２１２０１９１８１７

３０２９２８２７２６２５２４

３１

休館日　木・金曜日は午後７時まで開館しています。

休館日は、月曜日（祝日の場合は開館）・第２水

曜日です。（１２月の第２水曜日は開館）

お知らせ

新

刊

情

報

23

番組内容については広報情報係擦浦１１０２、加入申し込みについては叙アイティービー擦０１２０-２７０-０８９へお問い合わせください。

九鬼水軍の城跡「城山」を活かしたまちづくり特　　集

１２月１日
〜

１２月１５日

滅失家屋の届出をお願いします

お知らせ 認知症サポーター養成講座のご案内

出産育児一時金のお知らせ
市内で行われたイベントなどの模様
を、アイティービーのニュース映像
を用いてお伝えします

コミュニティ
＆トピックス

新しい鳥羽観光を目指して動き出しました特　　集

１２月１６日
〜

１２月３１日

年末年始の業務案内（戸籍届出事務） 

お知らせ
年末年始の業務案内（救急医療など）

年末年始の業務案内（ゴミの出し方）

定期船・年末年始の増便･臨時便のお知らせ
市内で行われたイベントなどの模様
を、アイティービーのニュース映像
を用いてお伝えします

コミュニティ
＆トピックス

制作番組「テレビ広報とば」
（番組時間約30分）

放送時間…午前６時、８時、

１０時、正午、午後２時、４時、

６時、８時、１０時〜

１２月　図書館カレンダー

土金木水火月日

５４３２１

１２１１１０９８７６

１９１８１７１６１５１４１３

２６２５２４２３２２２１２０

３１３０２９２８２７

鳥羽健康づくり体操
放送時間…午前７時〜、

午後１時〜、７時〜

定例市議会開会１２月４日晶

一般質問１２月９日昌、１０日昭、１１日晶

質　　疑１２月１２日松

閉　　会１２月２４日昭

定例市議会開会（再放送）１２月２５日晶

一般質問（再放送）１２月２６日松、２７日掌、２８日捷

質　　疑（再放送）１２月２９日昇

閉　　会（再放送）１２月３０日昌

議会録画放送
（平成21年第４回定例会）
放送時間…午後１時１０分〜

午後７時１０分〜

上記の番組放送以外の時間は文字情報放送を繰り返し放送します。また議会日程および放送内容やタイトルを変更する場合がありますのでご了承ください。



髙
島　

城
山
公
園
周
辺
の
草
木
伐

採
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
ね
。

角
谷　

う
ん
。
鳥
羽
城
の
壮
大
な

石
垣
が
現
れ
て
、
な
か
な
か
迫
力

あ
る
よ
な
ぁ
。

髙
島　

そ
う
で
す
ね
。
歴
史
あ
る

城
山
の
魅
力
が
こ
れ
で
ま
た
ひ
と

つ
増
え
そ
う
で
す
ね
。

角
谷　

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
ん
な

近
く
に
、
こ
ん
な
す
ご
い
も
の
が

あ
っ
た
ん
や
な
ぁ
。
木
や
草
が
生

い
茂
っ
と
っ
た
か
ら
、
今
ま
で
気

付
か
ん
か
っ
た
わ
。

髙
島　

僕
も
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

作
業
の
進
行
が
楽
し
み
で
す
外

木
村　

あ
、
そ
う
い
え
ば
、
こ
な

い
だ
散
髪
し
に
行
っ
た
ら
、
後
頭

部
に
ハ
ゲ
が
出
現
し
て
な
…
。

角
谷
・
髙
島　

…
…
。

伐
採
の
あ
と
？
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平成２１年１２月１日
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擦
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インフルエンザは、一人ひとりが予防し、
自分自身を守ることが大切です。
こまめな手洗い・うがいを心掛け、人混み
をなるべく避けてください。また、バラン
ス良く栄養を摂取すること、十分な睡眠
をとることも重要です。

お
か
え
り
。

た
だ
い
ま
ー
！

お
母
さ
ん
、

お
な
か

　
す
い
た
〜
。

う
ん
、も
う
す
ぐ

ご
飯
で
き
る
か
ら
ね
。

で
も
そ
の
前
に
、外
か
ら

帰
っ
た
ら
手
洗
い
と

う
が
い
や
よ
。

お
っ
、

好
き

嫌
い

せ
ず
に

食
べ
る
な
ん
て
珍
し
い
な
。

う
ん
、僕
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
り
た
く
な
い
か
ら

　
　

嫌
い
な
も
の
も
食
べ
る
よ
！

ね
え
、

早
く
寝
よ
う
よ
〜
。

た
っ
ぷ
り
寝
て

体
力
つ
け
な
い
と

ウ
イ
ル
ス
に

負
け
る
よ
！

そ
う
や
ね
、

み
ん
な
で一緒
に

寝
よ
う
ね
。

　

江
戸
時
代
に
は
「
大
庄
屋
」
も
務
め
、
鳥
羽
随
一
の
資
産
家

と
い
わ
れ
た
広
野
家
。
平
成　

年
に
市
に
寄
贈
さ
れ
た
広
野
邸

16

か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
羽
の
昔
の
姿
が
見
え
て
き
ま
す
。

Vol.42

　

内
蔵
に
「
幻
燈
（
げ
ん
と
う
）」
と
墨
書

き
さ
れ
た
木
箱
が
あ
り
ま
す
。

　

中
に
は
ブ
リ
キ
製
で
、
赤
く
塗
ら
れ
た

ラ
ン
プ
を
光
源
に
し
た
幻
燈
機
が
入
っ
て

い
て
、
当
時
使
っ
た
ス
ラ
イ
ド
に
当
た
る

「
ガ
ラ
ス
の
画
版
」
も
残
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
が
大
変
貴
重
で
、
明
治
天
皇
を
は
じ

め
と
す
る
当
時
の
大
臣
写
真　

枚
、
大
坂

１１

景
色　

枚
、
東
京
景
色　

枚
、
西
京
景
色

１３

１２

　

枚
、
美
人　

枚
、
清
朝
人
９
枚
、
五
港

１３

１３

三
景
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
明
治
時
代
の
各

地
の
姿
や
、
西
郷
隆
盛
の
数
少
な
い
写
真

像
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
農
大
に
在
学
し
て
い
た
九
代
目
藤

右
衛
門
（
寛
）
が
使
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
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煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙
煙

明
治
の
幻
燈
機

スライドに当たるガラスの画版

幻燈機と木箱




